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１．  はじめに  
 
 茨城大学では、技術職員による作業

環境の自社測定を始めて 3 年目にな

る。また、局所排気装置（ヒ ュ ー ム フ ー

ド）の点検保守（定期自主検査）も年

1 回行っている。更に、新たに指定さ

れる作業環境測定対象物質の増加や、

管 理 濃 度 の 改 正 が 厚 生 労 働 省 か ら 告

示されるのにあわせ対応をしてきた。

その中で、「特定化学物質障害予防則」

の 改 正 に よ り ホ ル ム ア ル デ ヒ ド が 従

来の第 3 類物質から第 2 類物質へと変

更になり、平成 20 年 3 月 1 日より施

行・適用（平成 21 年 2 月 28 日まで

猶予）を受け、平成 20 年度後期より

測定を行ったので、その準備や分析等

へ の 取 り 組 み 、 お よ び 、 管 理 濃 度

0.1ppm の値が、他の指定物質と異な

り、作業場の環境整備に厳しく対処し

なければならないかを報告する。また、

局所排気装置の保守点検についても、

自 社 で 行 う こ と の 意 義 や 大 学 側 の 管

理上の問題点についても提起したい。 
 
２．  ホルムアルデヒドの測定  

 
 単 位 作 業 場 の 確 認 は 薬 品 管 理 シ ス

テム（ IASO）を用い検索し、これを

もとに各教員から聞き取り調査〔ホル

ムアルデヒド（１ wt％以上）を使用〕

を行い集計した。（表 1）  
サンプリング・分析は、DNPH 誘導

体 化 固 相 吸 着 ／ 溶 媒 抽 出 － 高 速 液 体

クロマトグラフ分析法で行った。  
 

表１．ホルムアルデヒド使用単位作業場  
事業所名  作業場数  

  水戸事業所  17 

  日立事業所  4 

  阿見事業所  30 

  広域水圏  1 

合    計  52 
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図 1 濃度分布  平成 20 年度下期測定分  

 
DNPH アクティブチューブ（柴田科

学製）は、その取り扱い方法（温度管

理等）について不明な点があり、メー

カ ー へ 問 い 合 わ せ た と こ ろ 冷 凍 保 存

が望ましいとの話であったが、明確な

回答を得ることが出来なかった。検討

の結果、冷凍保存（約－ 20℃）および

冷蔵保存（約 5℃）から取り出しても

5～ 7 分で室温（約 25℃）になること

を確認し、以後、持ち運びや保存は冷

蔵 保 存 と し 、 サ ン プ リ ン グ は 使 用 前



10 分程度室温で保持してから行うこ

ととした。  
平成 20 年度作業環境測定・ホルム

アルデヒド濃度分布を図 1 に示す。こ

のデータは、その殆どが実験を行って

いないときの室内環境濃度である。し

かし、薬品や廃液およびホルマリンで

処 理 し た 生 物 検 体 な ど の 保 管 状 態 に

よっては、第 2 管理区分になる。また、

局 所 排 気 装 置 を 使 っ て の 学 生 実 験 で

あっても測定した結果第 2 管理区分

となった事例もある。  
作 業 環 境 管 理 の 視 点 か ら 作 業 場 の

改善案を提示しても、リスク評価の議

論で、少量・短時間使用なのでリスク

は 低 い と す る 意 見 が 必 ず と 言 っ て い

いほど出る。しかし、個人曝露量が定

量的に確認出来ない状況では、安易に

健 康 に 対 す る リ ス ク を 評 価 す べ き で

ないと考える。  
 

３．  局所排気装置点検・保守  
 

平成 16 年度法人化後専門業者によ

る点検を行っていたが、保守までは行

っていなかった。そのため不具合箇所

があっても放置されたままであった。 

 

図２．排風機まわりの点検  
 

平成 18 年度に始めた局所排気装置

の点検・保守作業は、現在 3 事業所

120 箇所で、面風速の測定はもちろん

のこと、外部送風機 V ベルトの点検

（破損・傷・ゆるみ）・交換および軸

受けのグリス注入、モーターの回転速

度・外部温度の測定・スクラバー清掃

などである。さらに、今年度から、年

1 回の定期点検・保守に加え乾式スク

ラバー活性炭の交換も行った。  

 
図３．スクラバー内活性炭交換作業  
 
 今 回 取 り 扱 っ た 局 所 排 気 装 置 の 中

に は 設 置 以 来 一 度 も 交 換 し た こ と の

ない活性炭もあり、これらは、既に吸

着 能 力 の 限 界 を 超 え て い る 可 能 性 が

ある。有機溶剤などの吸着による重量

増加比は１７％程度であった。さらに、

埃 が 活 性 炭 カ ー ト リ ッ ジ を 覆 っ て し

ま っ た た め に 所 定 の 面 風 速 が 確 保 さ

れない局所排気装置もあった。  

 
図４．活性炭カートリッジの内側  

活性炭カートリッジ

V ベルト交換・調整作業

埃が通気孔を覆っている



「安全にはコストがかかる」、一般

企 業 で は 当 た り 前 に 話 せ る こ と が 大

学の現場ではなかなか理解されない。

したがって、作業環境改善の提案をし

ても予算が十分には確保できず、①ホ

ルマリンで処理した生物検体などは、

市 販 の 密 閉 容 器 に 入 れ た 後 ビ ニ ー ル

袋で包み保管、②既成の薬品庫の壁に

ホ ー ス を 取 り 付 け 排 気 用 フ ァ ン で 屋

外 に 排 気 す る な ど 簡 易 な 改 善 を 行 っ

てきた。  
また、空調環境では局所排気装置を

設 置 し た の で 安 全 は 確 保 さ れ て い る

と す る 意 識 が 事 業 者 側 お よ び 教 員 側

両方に少なからずある。しかし、多く

の 実 験 室 が 換 気 は ロ ス ナ イ に よ る も

のが主で、化学系実験室としての設計

（換気回数６～２０回／時）になって

いない。したがって、前節で述べたよ

う に 局 所 排 気 装 置 内 で 実 験 を 行 っ て

い て も 局 所 排 気 装 置 前 扉 の 開 閉 時 の

吹 き 出 し に よ る 環 境 へ の 影 響 が 解 消

されることはない。さらに、薬品の漏

洩 や 廃 液 ポ リ タ ン ク 蓋 の 開 放 に よ る

蒸散があった場合、環境は急激に悪化

する。  
また、全体換気設備がある実験室に

おいても、部屋の温度調整に支障があ

るとして活用していない実験室や、給

気 口 に 取 り 付 け て あ る フ ィ ル タ ー の

目 詰 ま り に よ っ て 換 気 が 機 能 し て い

な い 実 験 室 な ど 様 々 な 状 況 を 発 見 し

た。  
 
4.  まとめ  

 
 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド は 、 管 理 濃 度 が

0.1ppm と有機溶剤に比べ厳しい値で

ある。換気設備が不十分な実験室で安

易 に 取 り 扱 う と 環 境 が 急 激 に 悪 化 す

るため取扱いおよび薬品・廃液の保管

方法には十分に注意し、対策を講じな

ければならない。  
作業環境測定をはじめた頃は、現場

でデザイン・サンプリングを実施する

だ け で 精 一 杯 で 実 験 室 環 境 を 詳 細 に

観察することが出来なかったが、今で

は 実 験 室 環 境 を 教 員 の 方 々 と 率 直 に

話し合い、その場で改善策を考え、予

算 措 置 を 含 め 計 画 を 立 て る こ と も 一

部出来るようになった。また、労務担

当者へ直接連絡をし、素早い対応を行

うことによって、教員の協力が得られ

るようにもなってきた。  
茨 城 大 学 で の 安 全 衛 生 管 理 に 対 す

る課題はまだまだ山積しているが、作

業 環 境 測 定 を 自 社 で 行 っ て き た こ と

により、教員・事務職員・技術職員・

継 続 雇 用 職 員 が 連 携 し て 安 全 衛 生 に

取り組む環境が醸成されてきた。  
したがって今後、事業者が社会的責

任 を 果 た す 大 学 経 営 の 重 要 課 題 で あ

る安全衛生業務に、予算・人員ともに

適 正 な 手 当 を さ れ る こ と が 期 待 で き

る。  
 最後になりましたが、作業環境測定

お よ び 局 所 排 気 装 置 の 自 主 点 検 に 際

し対応・助言を頂きました総務部労務

課安全衛生係長  長谷川照晃氏、教員

と の ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 を 含 む マ ネ ジ

メ ン ト を し て 頂 い た 工 学 部 総 務 係 主

任  後 藤 裕 之 氏 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ

ます。そして、これらの業務に全面的

協 力 を 頂 き ま し た 継 続 雇 用 職 員 の

方々に心から感謝申し上げます。  


